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峡東地域の扇状地に適応した果樹農業システムの概要
峡東地域の農地の多くは扇状地にあり、不整形で狭く、傾斜や起 伏、土壌などの立地条件は様々です。

農家は、扇状地という立地条件や多 雨･湿潤な自然 条件に適応できる作 物としてブドウ、モモなどの落葉

果樹の栽培を行ってきました。

適地･適作により、扇状 地の条件に適応し効 率的に利用する独特 の土地利用を行うことで、世 界トップレ

ベルまで果実の高品質化･高付加価値化を進めることにより、収益性の高い農業 経営を実現しています。

長い歴史の中で、峡東地 域の農家の知恵と工夫、努力 により、小 規模な家族 経営農家の暮らしを安定

的に支えることが可 能な、優れた果樹 農業システムが築き上げられています。

多様な果樹の特性を生かし

扇状地の立地･自然条件等に適応
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ブドウ、モモ、スモモ、カキ等様々な果樹の

多品目･系 統が栽培されながら保存

扇状地を利用した果樹農業システムの

独特な土地利用(ランドスケープ)
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恩賜林等

観光果実園

伝統的果実加工

草生栽培
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多品目、多品種・系統の果樹栽培

峡東 地域は、日本のブドウ栽培発祥の地とされ、その歴史は800 年前とも1300 年前とも伝えられ、モモやカキも古くか

ら栽培されていたという記 録が残っています。

栽培される果樹の品目は、ブドウ、モモ、スモモ、カキなど10 品目以 上、品種･系 統数に至っては300 以 上と豊富な生

物多楡 匪を有しています。

この多 様性は、複雑で変化に富んだ扇状地の立 地や気象条件への適応、気 象災害リスクの軽減及び労働力の分

散などにつながり、小規模な農家の生 計の安定に重 要な役割を果 たしています。

ｉ峡東地域で栽培されている主な果樹の品種･系統数

品目 �品種･系統数 �峡東地域で育成･選抜

された品種･系統数

ブドウ �148 種 �38 種

モモ �86 種 �32 種

スモモ �45 種 �5 種

オウトウ �53 種 �4 種

カキ �13 種 �1 種

合計 �345 種 �80 種

※この5 品目以外にもウメ､リンゴ、キウイフルーツ、

ナシ､クリ、ブルーベリーなどが栽培されています。

地域に自生する草種を利用した草生栽培
果樹園やその周辺は、人々が営む農業生産活動が生物多楡削 こ関係し、多様な生物が生息する場となっていま

す。中でも果樹園の地表面管理として行われている、地域に自生する草種を用いた草生栽培は、傾斜地での雨水に

よる土壌流亡防止や土壌への有機物補給などの効果とともに 植物や昆虫の生息できる多様な環境をつくり、果樹園

の生物多様性に寄与しています。

植物:269 種　昆虫:550 種゛

※植物･昆虫種の数:2015 年及び2017年生物相調査結果
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甲州式ブドウ棚
峡 東地 域 の果樹 農業システムが発 展する過程

で、狭い農地で安 定した果実 生産を行うための技術

が開発され、中でもブドウの棚栽培は、日本の多雨･湿

潤でブドウ栽培に適さない気 候の中で、安定したブド

ウ生 産を行うために、400年以 上 前に開発された独

創的な適応技術 であり、現 在は日本のブドウ栽培 の

スタンダードとなっています。

含め細かな管理による世界最高水準の高付加価値化
日 本 人 の 味 覚 の 繊 細 さと果 実 に 大 きさ や 外 観 等 の 品 質 を 求 め る 独 特 の 価 値 観 を 背 景 に 、食 味 、大 きさ 、外 観 とも 世

界 で も最 高 水 準 の 果 実 を 生 産 す るきめ 細 か い 栽 培 技 術 が 発 達 し て い ま す 。

てきりゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てきらい
例 え ば 、ブ ドウ で は 果 房 の 整 形( 房 づ くり) と果 粒 数 の 調 整( 摘 粒) 、傘 か け･ 袋 か け な ど 、モ モ や ス モ モ で は 摘 蓄 、摘

花 、摘 果 、傘 か け･ 袋 か け な ど が あ りま す 。

果実加工や観光利用

ﾌ ド゙ウの房作り モモの摘花

約400年前に始まったといわれる｢枯露柿｣ に代表される果実加工、果樹の観光利用(観光果実園)及び果実直売

は、果実の付加価値を高め、農家の生計や地域経済の安定を図るために、先人の知恵と工夫、努力から生まれた適

応技術です。

枯露柿の生産

こうしゅうひゃくめ
枯露柿は、｢甲州 百出 と呼ばれる峡東地域の在 来品種

の渋柿を原料として作られる干し柿で、収穫、皮むき、縄が

け、吊るし、粉 出しなど数多くの工程が伝 統的な加工技術と

して継承されています。

この作業のほとんどは手作業で行われており、高級干し

柿として全 国的に知られ、一 部はアジア地 域など海外への

輸出も行われ、その品 質の高さは海外でも高く評価されて

います。



峡東地 域における観光農業は、江戸時

代 の宿 場町として栄えた甲州 市勝沼 町に

おいて、往 来 する旅 人に対し、特産 のブド

ウや加 工品等を販 売したことがその始まり

といわれ、現在の観光ブドウ園の原形とな

る｢ブドウ見学｣ は、明 治27 年 に甲州 市の
みゃこうぇん

｢ 宮光園｣ で始まったといわれています。 大日本物産図会 甲斐国葡萄培養図

出典)山梨県立博物館

大正時代の観光園(宮光園)

峡東地域の果樹農業システムの特徴の一つであるワイ

ン醸造 は、約140 年前から行われており、ワイン原料用ブド

ウを生産する農家とワイナリーは密接に関わり合いながら

発展してきました。

峡東地 域におけるワイン生 産は、「甲州 」など生食用の

ブドウを原料に用いていること、農家自らがワイン生 産を手

がけたことから現在でも小 規模なワイナリーが数多くあるこ

とが大きな特徴です。

Ｓ Ｄ Ｇ Ｓと は

2015 年9月の国連ｻﾐｯﾄ で採択された｢持 続可能な開発のための2030

アジェンダ｣にて記 載された2016 年から2030 年までの国 際目標

です。

持 続可能な世 界を実現するための17 の目標･169 のターゲットから

構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを誓っています。

峡東 地域の果樹農業システムは、17の目標のうち、次の9の目標に

関連して、SDGS の達成など世界的･現代的な課題に貢 献できると考

えられます。
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2030 年に向けて

世界が合意した

｢持続可能な開発目標｣です
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複雑な立地条件に適応した巧みな土地利用

峡東地域 の農家は、長年　　 ’jl

の経験から蓄積された知 識

により、複雑な扇状地の特性

や環境に順応する果樹を適

地･適作して、農業を持 続し

てきました。

それぞれの農地の条件に

適応し、巧 みに利用すること

で、モザイク状の独特な土 地

利 用（ランドスケープ恂 を形

成し、多 様な遺伝 資 源の生

息域 内保全 にも寄与してい

ます。

こうした人 々の農の営 み

による独 特の土 地 利 用は、

果樹農業システムのレジリェ

ンズ2 を高めるばかりでなく、

周 囲 の里 山と一 体となり四

季折々に美しい景観を呈し、

重 要な観 光 資 源ともなって

います。

※1 ランドスケープとは：

土地の上に農林水産業の営みを展 開し、

それが呈する一つの地域的まとまり。

※2 レジリェンスとは：復元力O 強靫さ。
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扇状地に適応した多様な果樹の栽培が形成するモザイク状の土地利用

扇状地の扇頂に広がるモモ畑 傾斜地に広がるブドウ棚
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